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紀伊半島西部，有田川構造線沿いに分布する
泥岩から白亜紀二枚貝の発見 地質概説

紀伊半島西部の三波川帯の南縁部には石英片岩を伴
う御荷鉾緑色岩類が分布し，この南側の秩父帯には，
ジュラ系付加コンブ°レックスの清水居，ペルム系変成
岩の境川層，白亜系二川居が北から南に分布する
(Hada,1967;栗本,1986a;平山・田中,1956a,b)
(第l,2図).有田川構造線は，御荷鉾緑色岩類と清水
層を境する断層で，北あるいは南に高角度で傾斜する
(Hada,1967;栗本・前島,1987).
有田川構造線は，有田川河口から東へ,生石ヶ峰一二

川地域までほぼ東西走向で延び，さらに東方にかけて
南に凸を向けて緩やかに屈曲し，北東走向となる
(Hada,1967;栗本,1986a,b)(第１図).この北東走
向の有田川構造線は，もともと岩橋(1970),Ichi-
kawa(1980)によって長谷毛原断層と呼ばれたもの
で，この付近では秩父帯の地層が欠如し，三波川変成
岩類と四万十累層群が直接，接している（栗本,1982
;Kurimoto,1994)(第１図)．
Hada(1967),栗本(1986a)は，有田川構造線の南

北両側で緑色岩の変成相解析を行い，三波川帯の変成
度が高いことを指摘した．なお，有田川構造線の南東
側にも，三波川変成岩類に含められる毛原層が分布す
るとされている（栗本,1986b).
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白亜系の産状

調査地域を含む有田川構造線に沿っては，主に泥岩
からなる地層が，幅数lOmから200mで，延長約20
kmにわたって分布している．この地層は化石を産出
していなかったが，ジュラ系清水層よりも変成・変形
の程度が弱いため，白亜系の可能性が高いと考えられ
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紀伊半島西部では，三波川帯と秩父帯の境界は有田
川構造線とされている（第１図)．この断層に沿って白
亜系と考えられる地層が分布するとされていたが
(Hada,１９６７;栗本,1986a),H寺代決定に有効な化石
は報告されていなかった．著者らは，生石ヶ峰一二川地
域のこの地層から，白亜紀の二枚貝を発見したのでこ
こに報告し，黒瀬川帯の口亜系との対比や，有川川椛
造線の活動に関して若干の考察を行う．
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第１図IndexMap
栗本ほか(1998),徳岡ほか(1982)による.AridagawaT
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